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研究成果の概要： 

「複合メディアによる東京弁アーカイブの構築と電子的公開」の目的は、旧来の研究では埋も

れてしまう可能性のあった東京弁としての貴重な一次資料を、汎く利用できるような形にして

蘇らせようとするものである。秋永の聞き取りによるアクセントなどの言語情報が付加した自

然度の高い談話資料として、文字化データと音声データをセットで利用できるよう電子化し、

談話資料、アクセント資料、東京方言語彙資料のデータベースとしても利用できる基礎資料を

完成させることができた。 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,400,000 0 1,400,000  

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000  

2008 年度 500,000 150,000 650,000  

総 計 2,800,000 420,000 3,220,000  

 
研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語学 

キーワード：(1)東京弁(2)アクセント(3)文字化資料(4)音声資料(5)データベース  

（6)アーカイブ化(7)東京方言(8) 声点 

 
 
 



 

 

１．研究開始当初の背景 

研究代表者秋永一枝は、１９７５（昭和

５０）年頃より、大型録音機（オープン

リール）を利用して、東京旧市内生育者、

明治生まれの高年層の発音・語彙を調査

して、一部文字化資料を発表した。その

後、１９８９（平成１）年から１９９３

（平成４）年にかけて、東京旧市内生育、

明治末から大正生まれの高年層を対象に、

発音を中心とした調査を行い、田中ゆか

り・松永修一と共に、調査結果を報告し

た。この他、少数の話者には、ほぼ３０

年間に渡る調査を続けている。調査録音

データはさまざまな保存媒体によるもの

であるが、延べ２００本以上に達する。 

これらのデータをもとに研究代表らに

よる『１９・２０世紀東京弁録音資料の

アーカイブ化とその総合的研究』（２００

３～２００５）では東京旧市内（旧 15

区）を生育地とする話者の録音資料をデ

ジタルアーカイブ化し、汎く利用できる

言語資料の作成を大きな目標として研究

を行なってきた。秋永が行なった東京方

言調査【東京旧市内（旧 15 区）を生育地

とする話者の】で 200 本近い様々なメデ

ィアに記録された録音資料はその資料価

値は高いものの、劣化の危険性があった。

一刻も早くデジタル化・アーカイブ化し、

汎く利用できる言語資料の作成が求めら

れていた。 

 

２．研究の目的 

旧来の研究では埋もれてしまう可能性のあ

った東京弁としての貴重な一次資料を、汎く

利用できるような形にして蘇らせる。また、

秋永の聞き取りによるアクセントなどの言

語情報が付加した自然度の高い談話資料と

して、文字化データと音声データをセットで

利用できるよう電子化し、談話資料、アクセ

ント資料、語彙資料のデータベースとしても

利用できる基礎資料を作成する。 

自然度の高い談話資料として、また何より

も、東京方言研究者として長年研究してきた

秋永の聞き取りによるアクセントなどの言

語情報が付加された文字化データと音声デ

ータをセットで利用できることは言語研究

者のみならず教育関係者の中での利用も期

待できる。研究者の手によって分析された加

工された形でしか見る（聞く）ことしかでき

なかった資料の公開は新たな研究の可能性

を広げることができる砥考えた。 

 

３．研究の方法 

本研究の、重要な要素である音声資料の文

字化は、作業の進行の過程で、ルーティン化

し、方言音声はカタカナ表記で、共通語訳は

漢字かな混じり文で、それぞれ文字化を行っ

た。文字化は原則としてプレーンテキストで

入力する方法を踏襲した。今回の文字化では

２行１セットで、アクセントの付与は○0○1○2

○3 等の記号によって行ないながら作業を進

めている。 

本資料は、秋永の聞き取りによる東京方言

アクセントなどの言語情報を付加し、音声資

料としてもデータの圧縮もかけず、音響分析

にも十分耐えられる形式でアーカイブ化する。

利用価値を高めるために汎用ツールでもある

PDF 化のルーティンを確立する。また、DVD 化

Web 上での公開を想定したファイル形式の模

索を行なった。 

本研究で用いた資料は以下のデータを基にし

た。 

【Ａ調査】 

〔調査時期〕1975 年～1980 年 

〔被調査者〕旧東京市内(旧 15 区内)生育の調



査当時 60 歳以上の男女 24 人 

（東京弁話者として不適当と思わ

れる若干名は含めていない） 

〔記録媒体〕オープンリールのみのデータと

カセットテープによるデータ 

〔調査背景〕秋永自身による旧東京市内生育

者発音・アクセント・語彙項目 

（「ＮＨＫ放送文化基金」による共

同調査として始めた調査だが、

秋永自身による調査以外は含ま

ない） 

〔調査項目〕発音・アクセント・語彙項目。

東京の地名・風俗・方言などに

関する談話を含む 

【Ｂ調査】 

〔調査時期〕1989 年度～1992 年度 

〔被調査者〕旧東京市内(旧 15 区内)生育の調

査当時 65 歳以上の 23 人（Ｍ12・Ｆ11）。 

〔記録媒体〕ＤＡＴとカセットテープで録音

したものが主。一部カセットテ

ープのみのデータも存在する 

〔調査背景〕文部省重点領域研究「日本語音

声における韻律的特徴の実態と

その教育に関する総合的研究」

( 平 成 元 (1989) 年 度 ～ 平 成

3(1992)年。以下、『日本語音声』)

におけるＡ１班「日本語音声に

おける韻律的特徴:東京都（及び

放送関係者）における音声の収

集と研究」(以下、「東京班」)の

発表者らが収集したデータ。秋

永は研究分担者として、松永・

田中は研究協力者として参加し

た。 

〔調査項目〕『日本語音声』全国共通項目と秋

永による東京弁音声・アクセン

ト・語彙項目（地名など固有名詞

含む） 

【Ｃ調査】 

〔調査時期〕1975 年～2002 年 

〔被調査者〕東京旧市内(旧 15 区内)生育の中

高年若干名の継続的調査 

〔記録媒体〕オープンリールとカセットテー

プによるデータとカセットテー

プのみのデータ     

〔調査背景〕秋永自身による東京弁発音・ア

クセント・語彙（地名など固有

名詞含む）の同一個人に対する

経年的調査 

〔調査項目〕秋永による東京弁音声・アクセ

ント・語彙項目（地名など固有

名詞含む）。東京の風俗・方言な

どの談話を含む 

 

４．研究成果 

本研究で完成させた１６資料の「音声＋文

字化」は PDF 化し、インデックスから音声あ

るいは文字化資料の該当部分にアクセスで

きるよう設計した。このことにより東京方言

の伝統語彙、あるいはアクセント、音声的バ

リエーションの実態を高品位な音声で知る

ことができるようになった。 

文字化は、３行セットで行った。

構成は次の通り。 

 １行目 カタカナ表記（「ガ行鼻

音」表示は「カ゜キ゜ク゜

ケ゜コ゜」）、「無声化」表

示は、無声化部分のカタ

カナの上に「○ 」を付し

て表示。「ヒ
○

」など） 

 ２行目 漢字平仮名混じり表記 

 ３行目 アクセント情報（アクセ

ント核の位置をアラビア

数字で示す。） 

１行目の「ガ行鼻音」「無声化」表示と、３

行目の「アクセント型」表示については、東



京弁として重要と追われる位置についての

み示した。 

文字化資料のトップに、それぞれ被調査

者情報を示した。 

情報は、「話者（氏名＜イニシャル＞・性・

生年・生育地）」「調査者」「調査年月日」「収

録場所」「調査の種類」。 

文字化資料は、それぞれ PDF の形式で DVD

化し、音声資料もその中に収納した。 
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